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中新世末以降の北部九州堆積盆形成史と火山活動

麻生弘幸＊

今回は観察地点も多く，対象の年代が前後し，

内容も多岐に亘る．そこで，火山活動により第１

～Ⅳ期に整理された最近８００万年以降の北部九

州の地史（木戸，２００４など）の概略について述

べてから，巡検ルートに従って観察地点の解説を

行う．

はじめに

標記の本年度第２回巡検会が，平成２５年８月

３日（土）～４日（日）にかけて，久留米大学講

師の木戸道男先生の案内で行われた．参加者は

１３名であった．

主な目的は，大分県日田市及び玖珠盆地周辺の

火山地質，湖沼成堆禎物や地形などを観察し，北

部九州の地質構造形成史と火山活動史の概略を把

握することである．

中新世末以降の北部九州堆積盆形成史

第１期：北部九州は７６０万年前に東西圧縮応

力場で火山活動が始まっていた．
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図ｌ北部九州の地質構造図（木戸,1997)．ｌ；中新世以前に活動した断屑，２;主に鮮新世に活動した断層,３;活断隔，
４；｢九重一別府地溝」分布地，５；｢九重一別府鮮新世沈降盆地」分布地，６;断層を挟んでの相対的横ずれ変位方向，Ｍ；
耳納断層系，ＫＨＬ；久留米．日出線，Ｎ；西山断層，Ｋ；警固断層，ＫＤ；桑野一大行司断層，Ｈ；日田一白草線，Ｏ；大山
断層，Ｔ；津々良断層，ＯＫＬ；大分一熊本櫛造線．
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図２１１１１１～耶馬漢周辺の巡検地（11-1目)．iIill地理院発行５万分の１地形図「吉jI:・耶馬渓」を使川

岡３玖珠盆地Ａ１辺の巡検地．⑤はｌｎ目,他は２１~１日．
侭|上地I1l1院発行５ノj分のｌ地形間「森」を使川．

第11期：６１０ノj年前に束I凡i80kmを超える構

造性''11地が形成され始め，河川成堆穣物と火'11岩

類が堆械した．

第Ⅲ期：４７０ﾉj年前には．久冊米－１~'''１線（図

ｌのKIIL）北側の北部九州は強い西北I)Ii-東南

東方lIIlの圧縮応力場になり．そこに堆秋盆地脈(九

亜一別府鮮新世沈降盆地:似'１の５）が形成され，

湖沼をﾉlﾐじた．火山活動と沈降・堆積が３５０万

年前頃まで続いた．その後３５０ﾉJ～２８０ﾉj年前

には久冊米一ＨＩｌＩ線I剛111も西北Ij1Li-j,|〔南東方向の

ｌＥ縮応ﾉJ場になった．

第Ⅳ期：２７０万～２００万年前にﾉL垂一別府地

瀧（|叉１１の４）が陥没を開始．内部に多くの湖沼

を生じ,この陥没地内を火'１１岩類が埋めていった．

約１００万ｲド前には地洲北壁沿いの玖珠盆地付近

から耶脇渓火砕流が㈹''’約９０万年前には地満

南端から今市火砕流が1脚！{した．

これらの''１新世末以降の北部ﾉL州の堆積盆地形

成は，フィリピン海プレートの沈み込みが稚喫|ノリ

と考えられる．

１日目〔８月３日（土)〕

午前８時３０分熊本大学を川発．菊池市～兵戸

峠を経IlIし，大分り,LIlIIlIljへ．途il1，木戸先生や

佐賀大・角縁進先生のグループと合流した．

九重一別府地溝西端

日111市ﾉ<山町串作～仔々 路の道路沿いの露頭で

地溝内部にﾉｋじた湖沼に堆積した大山層(第Ⅳ期）

を耶馬漢火砕流堆秋物が笹う蝿蛾を観察した．九
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図４夜明火111嵩緬（左､14分）を掴う耶馬渓火砕流（右
､'2分）（図２－②)．

唾一別府地洲の幽端は人111断1Ｗ（似'１のＯ）か

らなるが，地形的には不Iﾘl脈である．

夜明火山岩類を覆う耶馬渓火砕流堆積物

日田市柴尾（図２－②）で，４００万年前後を示

す夜明火山岩類を耶馬渓火砕流堆硫物が覆ってい

る様子を観察した（図４)．夜Iﾘl火山岩類の上面

には,高温の火砕流唯被物が接したことによる｢焼

け」が生じていた．また，耶馬渓火砕流堆績物の

ド部の非溶結部は薄く，強瀞結部でも本質レンズ

が目立たず，一兇しただけでは安'11粁浴岩のよう

であった．

尾根に見られる小河内喋岩

日田市有IＨ（図２－③）において，３５０万～

300万年前に堆砿し，現ﾊﾐは尾根に分布する小

河内牒岩（第Ⅲ期）を観察した（似１５)．この牒

(輝石安山岩）の供給源を考えることで，九重一

別府地溝形成前には南側に|||体があり，その後，

断層から南側が沈降したことを瓶推することがで

きた．また，ここからAIilljllを述望し，ノL砿一別府

地満の輪郭の地形を確認した．

春田川層北端を画する断層

山閏町藤野木（似１２－④）において，４５０ﾉ～

350万年前の湖沼成堆械物である作ⅡI川牌（第

Ⅲ期）の北端を画する束iⅢi方向の断胴米端而を確

認した．別の露頭では、水巾堆砿した火砕流堆積

－５－

図５小河内牒満の鰹頭（図２－③)‘

物を観察した‘

九重一別府地溝北端の活断層の地形

玖珠町古後南方（図３－⑤）から東～南東方向を

遠望し，地溝北端をなす活断層の地形及び玖珠盆

地周辺の火|l崎の噴出・溶岩台地の形成による地

形(図６)を観察．玖珠湖の広がりと太田川層(第

Ⅲ期）を種う溶職について説明を受けた．さらに

玖珠盆地内では一部を除き耶馬渓火砕流堆積物は

見られないことや，その他の地質構造からも，玖

珠盆地が耶馬渓火砕流の噴出11である可能性が火

きいことについて脱Ulを受けた．

第||期の河川成堆積物の例

玖珠町神原の川岸（'又i2-⑥）で，北坂木累嫡

和当Iけ（''１新世末～鮮新世初頭，第Ⅱ期）を観察

した．春|Ⅱ川〃１（第Ⅲ期）が堆穣した湖沼の基盤

にあたる．角閃行安'11岩のタフブレッチャ－で

15-20％の変成岩や花樹岩などの異地性の藤が入

っていることから，遠方からの河川成堆積物と考

えられる．

その後，玖珠''11.深耶馬渓にて耶馬渓火砕流の強

滞納部が連なる雌を遠望観察した．

今市火砕流堆積物

耶馬渓町株水（似１２－⑦）で，耶馬渓火砕流堆

穣物の非溶紡部を秘う今市火砕流堆積物を観察し

た（図７)．ここでは．今市火砕流の底部が露出



|判８湖淵成唯械物中の「地震の化、（似13-⑪)．

九重一別府地溝北端部の貫入岩

Iilじく玖珠|lIj,馬勢（図３－⑩）で，ノL極一別府

地洲北端をlliIiする断層に沿って災入した満扇山溶

岩（腹肺ｲ｢安山岩）の岩脈の産状を観察した．こ

の職脈を火道とし，西方に111体が形成された様子
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耶馬渓火砕流噴火の前兆噴出物

玖珠町牢戸北方（図２－⑧）において，強く浦

結した耶馬渓火砕流堆積物のド付に｝,Lられる火砕

流吹火の先駆的活動によるI'･ＩいlliWi縦灰I(!;を観察

した．近くの別の露頭では，〃'i厚20-25ｍの降

下軽禰堆職物を観察した．一枚のユニットのI|､Iで

逆級化ﾙ１理が認められる部分があり，ノl<､1匹に唯職

していることから,水中に堆祇した可能性がある．

その後，玖珠町森の宿泊先へ移励．入浴・夕食

の後に勉強会が開かれ，木ﾉ盲了先′|；から「約８００

万年間の北部ﾉL州地質構造形成史」について描話
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I叉Ｉ６玖珠地域の火'11地形（左手前からｲi奥へ並ぶ牧野
原．伐株''1．ノア年'１１ド部・上部のI:【状地形）（Ixl3-⑤)．

２日目〔８月４日（日）〕

玖珠盆地の基盤岩

玖珠''１１蛎勢（図３－⑨）において，玖珠盆地の

蛙椴である森角閃石友|,'1消の溶珊を観察した．角

閃禰の斑Ｉ１ＩｌＩ,が大きく目立ち，柱状節11Mの発達によ

る六角柱の柵造が見られた．

図９今'|i火砕流堆積物（上半分）に掴われる巨牒岩層
(ド半分）（脚３－⑬)．

図７耶馬漢火砕流（右下）を榎う今Ili火砕流Ⅱ，[ドの軽
石堆紬物（/１２上）（図２－⑦)．

をいただき，参加荷で熱心に識諭が交わされた．

(,細'1雌旅館油）

している．溶結部の下位に，峨火前の前兆火砕流

またはプリニアン峻火によると考えられる'牒石唯

砿物（オレンジ色が基調）を観察することができ

た．
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野上層の観察

ノLI剛11.猫牟'11の河岸の雌（'叉１３－⑬）に兄られ

るIllIIil60m，尚さ８０ｍに及ぶ火露顕（似'９）を

観察した．ここでは砂V;・泥Ｗ７[仲１，泥！(';，シル

ト猫のスーパー|〔牒を命む|〔牒珊を，滞結した今

Ili火砕流堆秋物が秘っている様J亀が兄11:に呪れて

いる．このI〔牒淵の成|ﾉjとして「想定される猪牟
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太田川層堆積中の火山活動と構造運動

玖珠町I凡Ill1ljの土木工堺現場（図３－⑯）の法

而を観察した（似'１１)．その複雑な露頭状況につ

いて「人ⅡI川胴が堆械｢|､'にマグマがｋ昇→陸化→

|〔牒削師ｌｉ→!経ｲi流噛11}・・・これらの一連の活

肋が２１１１i行われた」と読み解くことができると

説l川を受けた．蝿頚の東部は泣径４～５ｍの戸

牒料のみからなり，，Ilj部はiii傾斜した太Ifl川届で

－７－

似ＩｌＯ玖珠盆地を埋める今''７火砕流にかかる三'1ﾉlノ
滝（図３－⑬)．

図１１太111川肘堆械I|'の火１１１活動と構造運動を示す露
頭（図３－⑯)．

川カルデラの火''1活動に伴う地殻変動による地層

の変形」という解釈を巡って，参加者で議論が口

熱した．

〃f食は，伐株llllll砿でとったが，あいにくの雷

I:Mで，大パノラマを臨むことはできなかった．

がわかった．

湖沼成堆積物を覆う岩扇山溶岩

玖珠町乙師の満MIllIlI腹（lxl3-⑪）において，

海抜600ｍの商度までみられる湖沼成堆械物の

大露頭を観察した．数|･枚の火111灰附をはさむ．

ド部は水''１堆枇であるが，雌上部は陸上堆砿であ

り,満扇山溶粁(240万年)がこれらを掴っている．

下部で液状化によるプリューム状の｢地鰻の化印

(似１８）が観察できる部分があり，町により露顕

が保存されるそうである．また，ここからは〃年

'１１．伐株'11．'刺1.1．角雌山などのメサやビュート

と呼ばれる卓状地形をもつlll々を連盟できた．

太田川層に伐株山流紋岩が貫入

玖珠町伐株山山頂に通ずる道路沿い（図３－⑭）

で，流紋端の興入により太、川傭（第Ⅲ期）が引

き{ﾊﾘｰ'二げられている様子を観察した．

玖珠盆地を埋める今市火砕流堆積物

玖珠町三lljlノ滝周辺（図３－⑮）の玖珠川河

床において，今市火砕流堆砿物を観察した（図

10)．柱状節理が発進し，断而には扇平化した黒

雌門レンズが特徴的な溶結凝灰岩である．滝の上

面には剛穴も見られた．岩細は，阿蘇火砕流堆職

物に縦めてよく似るが，今Iij火砕流は逆帯磁して

おり．磁鉄鉱を含まない．

岩扇山溶岩を覆う喋岩と軽石凝灰岩

ノL埴町制11東方の採ｲ．i場(|叉13-⑫)で観察した．

ここでは，盤然と11tなっている砂卯1と牒卯1の上IJW

が厚く堆砿しており，さらに崎i凝灰ｵ!;が樋って

いる．これは耶馬渓火砕流よりもIIiい火砕流唯ｈｌｉ

物である．



ある．

この後は，降雨が強くなったこともあり，予定

を切り上げて，現地で木戸先生や角縁先生のグル

ープと別れ,小国町～菊池市経由で帰路についた．

おわりに

今回の巡検では,地質や地形の観察をとおして，

北部九州の地質構造の形成史の概略について理解

を進めることができた．観察結果から合理性のあ

る地史を組み立てることのおもしろさと難しさを

実感することができたように思う．

巡検に際し，詳細な資料をご準備いただき，終

始熱心に案内していただいた木戸道男先生と，こ

の巡検の世話をしていただいた村本雄一郎先生に

深く感謝申し上げます．
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